
平成２５年３月１８日（月）～３月２４日（日）〔平成２５年第１２週〕の感染症発生状況 
第１２週で定点当たり報告数の多かった疾病は、1)感染性胃腸炎 2)インフルエンザ 3)Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎でした。 
感染性胃腸炎は定点当たり９．８２人と前週（１１．６４）より患者報告数は減少し、ほぼ例年並みのレベルで推移しています。 
インフルエンザは定点当たり３．１３人と前週（３．７８）より患者報告数は減少し、例年より低いレベルで推移しています。 
風しんの届出が１２件（臨床診断例５件、検査診断例７件）あり、依然として報告数が多い状況が続いています。一般に、風しんの流

行は春先から初夏にかけて多くみられるため、今後も発生動向に注意が必要です。 

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局健康安全室・各区役所保健福祉センター（保健所） 
（問い合わせ先） ０４４－２７６－８２５０ 

 

感染性胃腸炎発生状況(３年間）
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【感染症発生動向調査事業から】 
  
 

 

  

 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

今、何の病気が流行しているか！

第１２週注目疾患 

第１２週報告数第１位 
健やかに１年間を過ごすために 
～感染症にかからないための予防策～ 

現在、インフルエンザ等の報告数は減少傾向にあり

ますが、これから学校等の春休みが終わり、新年度の

集団生活が始まると、感染症にかかる機会が増加しま

すので、感染予防に注意が必要です。 

４月からの新しいスタートにあたり、必要な予防接

種をすませるとともに、次に示す感染予防策を徹底し

ましょう。 

         

                       

 

②うがい 

③マスク 

④十分な睡眠 

⑤バランスが取
れた食事 

①手洗い 感染症にかからないために

感染予防策を行いましょう

 

 


